
家政学研究科　被服学専攻　　履修モデル

概要

衣科学系領域の例

単位数 単位数

2 10 12
2 2 4
2 2 4
2 2 4
2 2
2 2
2 2
2 2

16 16 32
上記の科目に加えて、規定科目の履修により、専修免許状の取得も可能。
※隔年開講の授業科目は、授業開講時の年次（１年次または２年次）で履修する。

単位数

衣人間工学演習Ⅱ

消費生活特論Ⅱ

衣生活科学特論Ⅱ

所属以外の専攻授業科目

生活文化特論Ⅰ
専攻授業科目

衣整理学特論Ⅱ 特別研究
衣人間工学特論Ⅰ 衣人間工学特論Ⅱ
衣人間工学演習Ⅰ

被服身体運動科学特論Ⅱ

被服学専攻では、被服学に関わる各分野の基礎理論を十分に修得し、研究を通して豊かで創造的な能力にまで高める能力を養い、大学院修了後には、衣分野の
専門家として社会に貢献できる確かな実力を持つ人材を育成する。具体的には、人間生活の諸問題を解決するために、衣材料学、衣整理・染色学、衣環境学、衣
造形学、衣人間工学、服飾美学、服飾文化史、消費生活学などの専門領域を極め、アウトプットとしての研究成果は、さまざまな人の生活のＱＯＬ向上に役立つこと
ができるようになる。

主な進路（就職・進学）
（一社）日本規格協会 総合職、（一社）ニッセンケン品質評価センター 総合職、（株）ジャノメ 総合職、（株）エドウイン 技術職、（株）べべ 総合職、パナソニック（株）
技術職、(株）オリエンタルランド 技術職、東京納品代行（株） 総合職、東京都立産業技術研究センター 研究職、（株）東芝 技術職、花王株式会社サニタリー研究所
研究職、日本女子大学被服学科 助手、神戸松蔭女子学院大学 助手、目白大学短期大学部生活科学科  助手、片山学園中学校・高等学校 教員、昭和女子大学
附属昭和中学校・高等学校 教員、十文字学園十文字中学校・高等学校 講師

科目区分
1年次 2年次

計
科目名 科目名

衣生活科学特論Ⅰ衣環境学特論Ⅰ



衣文化系領域の例

単位数 単位数

2 10 12
2 2 4
2 2 4
2 2 4
2 2
2 2
2 2
2 2

16 16 32
上記の科目に加えて、規定科目の履修により、専修免許状の取得も可能。
※隔年開講の授業科目は、授業開講時の年次（１年次または２年次）で履修する。

単位数

所属以外の専攻授業科目

科目区分
1年次 2年次

専攻授業科目

生活文化特論Ⅰ
被服身体運動科学特論Ⅱ

生活文化特論Ⅲ

衣人間工学特論Ⅰ 特別研究

服飾美学演習Ⅰ
服飾美学特論Ⅰ 服飾美学演習Ⅱ

服飾文化史特論Ⅱ 生活文化特論Ⅱ
消費生活特論Ⅱ

服飾美学特論Ⅱ

計
科目名 科目名


